
関市農業委員会総会議事録 

場所：関市役所６階大会議室 

○議事日程 

 平成２８年１２月８日（木曜日）午前１０時００分 開議 

（１） 議事録署名委員の指名 

（２） 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

（３） 議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請に対する意見について 

（４） 議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請に対する意見について 

（５） 議案第４号 農地転用許可後の事業計画変更申請に対する意見について 

（６） 議案第５号 農用地利用集積計画の承認について 

（７） 議案第６号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について 

（８） 報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による届出について 

 

 

○出席委員（３０名） 

  １番 早川 英雄 君    ２番 早川 誠一 君    ３番 佐藤 久雄 君 
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１１番 大澤 慶一 君   １２番 八木 豊明 君   １３番 杉山 德成 君    

１４番 村井 由和 君   １５番 山田 晴重 君   １７番 安田 孝義 君 

１８番 篠田 泰道 君   １９番 横井 文雄 君   ２０番 中島 利彦 君    

２１番 増井 賢一 君   ２２番 加藤政比古 君   ２３番 土屋 尊史 君    

２５番 野村 茂  君   ２７番 日置 香  君   ２９番 相宮 千秋 君    

３０番 永井 博光 君   ３１番 岡田 忠敏 君   ３２番 伊佐地鐡夫 君    

３３番 川村 信子 君   ３４番 漆畑 和子 君   ３５番 岩田 幸子 君 

   

 

○欠席委員（２名） 

 １６番 亀山 浩 君   ２６番 長屋 芳成 君       

  

 

○委員以外の出席者 

 経済部長          永田 千春 君  農業員会事務局長     足立 光明 君 

 農業委員会事務局課長補佐  長尾 成広 君  農業委員会事務局主任主査 加藤 京子 君 

 洞戸事務所係長       山田 喜一 君  板取事務所主任主査    長屋 守世 君 

 武芸川事務所課長補佐    桜井 伸一 君  武儀事務所係長      中村 正  君 

 上之保事務所主事      大野 千春 君 

  



 午前１０時００分 開会 

○事務局課長補佐（長尾成広君）これより農業委員会総会を始めさせていただきます。市民憲章の

ご唱和をお願いします。ご起立ください。 

     （市民憲章を唱和） 

ありがとうございました。ご着席ください。それでは、佐藤善一会長、ご挨拶をお願いします。

○議長（佐藤善一君）先般第１９回の全国農業担い手サミットが皇太子ご夫妻をお迎えして、岐阜

メモリアルセンターで全国から約２,６００名の参加者を得て盛大に開催され、委員の皆様方にはそ

れぞれの立場でご協力をいただきまして誠にありがとうございました。また、岡田委員さんには、

県下１０地区で結成されました応援隊の中濃地区隊長としてご活躍をされ、誠にご苦労様でした。

また今年度の農地いきいき再生週間の耕作放棄地の再生事業で、関市では武儀地域の富之保で２ヶ

所草刈りを地域の農業委員さんと事務局でご協力をいただきまして、１１月２１日に終了しました。

ご協力に感謝いたします。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）続きまして、経済部長の永田がご挨拶申し上げます。 

○経済部長（永田千春君）先月の農業担い手サミットにご参加いただきまして、ありがとうござい

ました。関市では１日から１２月の定例議会が始まり、農政の関係についてもお二人の議員からご

質問頂いております。１２日からの３日間の本会議で代表質問、一般質問について私と市長、副市

長で答弁に立ちます。インターネットでもご覧いただけますのでご覧いただければと思います。 

また、板取のモネの池の写真展を開催をいたしました所、多数の応募がございました。プロの写

真家の審査により、優秀作品を４点選び、現在７階の篠田桃工美術空間において、１２月２６日ま

で、無料で３０数点展示をしておりますので、ご覧頂ければと思います。期間終了後も別の会場で

展示をしＰＲをしていきたいと思っております。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）続きまして、欠席委員の報告をします。１６番亀山委員、２６番

長屋委員です。 

○議長（佐藤善一君）ただ今から、関市農業委員会総会を開催します。会議規則第８条により委員

の過半数の出席により総会は成立しています。 

 次に、議事録署名委員の指名を行います。２７番日置委員、２９番相宮委員のお二人にお願いし

ます。 

 これより、議案の審議に入ります。 

 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請を議題といたします。事務局の説明を求めま

す。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）議案第１号 農地法第３条の規定により、下記農地の申請があり

ましたので、審議を求めます。議案は１ページからになります。 

１番の案件 位置図は１ページになります。 

所有権移転 申請地は、東田原地内､田原グランドの南東４９０ｍほどに位置する田４,３６０㎡で

す。譲受人は申請地を譲り受け農業経営の拡大を図りたいというもの。譲渡人は、農業経営が困難

になってきたため、譲り渡すというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

なお、譲受人が所有する農地には、４筆１,０７３㎡について、農振農用地の無断転用（農振除外な

し、農転許可なし）にて譲受人の息子の一般個人住宅、建設作業場として利用しているため、農地

法３条第２項の条文にあります、前項の各号のいずれかに該当する場合には、許可することができ

ない。の中の第１号にあります所有権、地上権、永小作権、質権、使用貸借による権利、賃借権若



しくはその他の使用及び収益を目的とする権利を取得しようとする者又はその世帯員等の耕作又は

養畜の事業に必要な機械の所有状況、農作業に従事する者数等からみて、これらの者がその取得後

において耕作又は養畜の事業に供すべき農地及び採草放牧地の全てを効率的に利用して耕作又は養

畜の事業を行うと認められない場合に該当するため許可は難しいと判断します。今回の件につきま

しては、税務課で農振農用地の場合は都市計画税が係らないというのがあり、調査をしていたらこ

こがひかかり、農業委員会に問い合わせがありました。 

９月２８日に譲受人に農振除外及び農地転用許可を得るよう指導をし、その後まず農振除外をす

る旨動かれましたが、農林事務所等に相談し、転用許可基準では、その場所での建設業の土場では

農地転用許可は下りない旨の判断があり現在はそのままになっているという状態です。 

 そういう土地がある方は、新たに４反農地を購入されて、また無断転用されるのではないかとか、

違反転用の土地を持ってみえる方という事で、不許可相当ではないかという事です。 

２番の案件 位置図は２ページになります。 

所有権移転 申請地は、稲口地内､稲口公民センターの北北東１６０ｍほどに位置する農振農用地

である田２筆１,２６０㎡です。譲受人は、譲渡し人の息子であり、申請地を譲り受け、農業経営の

拡大を図りたいというもの。譲渡人は、高齢により、農業経営が困難になってきたため、息子であ

る譲受人に無償にて譲り渡すというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性有りと確認しています。 

先程の１番の案件ですが、行政書士の方にも難しく取り下げという事なら出して欲しいという事

を言われましたし、本人にも念のため確認しましたら、農業委員会にかけて欲しいという事でござ

いましたので申し添えます。 

以上、所有権移転に関するもの２件につきまして、１番の案件については、農地法第３条第２項

第１号に該当するため許可要件を満たしてないと判断しております。また、２番の案件については

３条第２項各号に該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。よろしくご審議

をお願いいたします。 

○議長（佐藤善一君）事務局の説明が終わりましたので、担当委員から意見をお聞きします。 

○３番（佐藤久雄君）１番の案件について、農業委員としまして事情を知らず印鑑を押しました

が、そういう事でしたら不許可でも仕方ないと思います。 

○７番（清水宗夫君）２番の案件について、異議ありません。 

○議長（佐藤善一君）これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

○１４番（村井由和君）１番の案件について、もう少し詳しく事情を説明してください。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）平成１６年に旗竿地で農振除外をされ農転許可を取って家を建て

られました。しかし、その横の部分を無断で転用して家の宅地にし、また裏側では農振除外も農転

もせずに自身の建設業の土場にしてみえる。という所がありました。無断転用があった場合には、

農転をするようにいつも確約書を取って、次の月に出していただき許可という流れでやっています。

この案件で、農振除外は出してくださいました。ただ県に相談したところ基準からいくとこの場所

ではいけないと判断され、場所を変えるよう伝えましたが、それは難しいと言われました。これは、

１０００㎡も農振除外もせずに持ってみえる方に対して許可することは、効率化要件でひっかかる

ので、不許可相当ではないかということで説明させていただきました。そこを処分してから買って

いただくのなら、なんの問題もありません。その方は、そうやって困って見える方から農地を買っ

てみえるようです。買ってくださるのはいいのですが、そういう案件を抱えたままで、しかも市と

してそういうのを指導している状況で３条で買われるのは、良くないのではないかという事です。 



○２３番（土屋尊史君）違反転用があったり、転用で出し直しをして却下する件がよくあるんで

すが、その後に現状に復帰させるという所までは、一応農業委員の仕事だと思うんですが、言う

割には現況復旧させた事は一度もないですよね。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）農地法では現況復旧命令は、県知事がする事になっております。

農地法だけの現況復旧命令では、裁判をやった時に弱いという事です。生活環境系の産廃と同じで

あった場合には一緒に出して現況復旧命令を出しているようですが、実質農地法の法律がそこまで

整ってないというような所です。以前に何件かありましたが、農転を事後に取っていただいて、３

条を認めていくというような指導はさせていただいております。 

○議長（佐藤善一君）他に質疑はございませんか。 

     （「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。 

先ほどから事務局から説明をしていただきましたし、質疑にもありました。また担当委員も最初

は事情を知らず印鑑を押したが、今の説明で不許可もやむを得ないという事でした。議案第１号

の１番について、不許可相当と説明がありましたが、不許可することに異議のない方は挙手をお

願いいたします。 

（全員挙手） 

 続きまして、議案第１号の２番について、許可することに異議のない方は挙手をお願いいたし

ます。 

     （全員挙手） 

それでは、議案第１号の１番については、不許可に、２番については、許可することといたし

ます。 

次に、議案第２号農地法第４条の規定による許可申請に対する意見についてを議題といたしま

す。事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）農地法第４条の規定により、下記農地の申請があったので、意 

見を求めます。議案は２ページからになります。 

１番の案件 位置図は、３ページになります。 

 申請地は、西田原地内、めぐみの農協田原支店の東１００ｍほどに位置する登記地目田、現況地 

目宅地１００㎡です。申請人は、申請地の北側に居住しており、申請地を北側の宅地に加え、庭及 

び駐車場として整備したいというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。農地の区分

は、住宅、事業施設等が連坦している農地のため、第３種農地と判断します。 

２番の案件 位置図は、４ページになります。 

 申請地は、迫間地内、上迫間公民館の西南西４６０ｍほどに位置する登記地目畑、現況地目宅地 

３１４㎡です。申請人は、申請地の北側に居住しており、今回本宅を建て替えるのにあたり申請地 

を庭及び駐車場として整備したいというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。農地の区分

は、住宅、事業施設等が連坦している農地のため、第３種農地と判断します。 

３番の案件 位置図は、５ページになります。 

 申請地は、宝山町地内、十六所公園の東１００ｍほどに位置する登記地目畑、現況地目雑種地６ 

４㎡です。申請人は、申請地を来客用駐車場として整備したいというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。農地の区



分は、都市計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。  

４番の案件 位置図は、６ページになります。    

 申請地は、武儀中之保地内、武儀やまゆり保育園の西隣に位置する登記地目田、現況地目宅地２ 

筆６３㎡及び登記地目畑、現況地目宅地１６㎡です。申請人は、申請地の北側に居住しており、庭 

が手狭になってきたため申請地を庭として整備したいというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、宅地であったため始末書の添付があります。農地の区分

は、住宅、事業施設等が連坦している農地のため、第３種農地と判断します。 

５番の案件 位置図は、７ページになります。 

 申請地は、武芸川町高野地内、博愛小学校の南東３９０ｍに位置する田７４１㎡です。申請人は、 

申請地に太陽光発電設備を整備したいというものです。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しております。農地の区分は、住

宅、事業施設等が連坦している農地のため、第３種農地と判断します。 

以上５件について、ご審議をお願いします。 

○議長（佐藤善一君）事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○３番（佐藤久雄君）１番の案件について、異議ありません。 

○４番（早川清治君）２番の案件について、異議ありません。 

○７番（清水宗夫君）３番の案件について、異議ありません。 

○２０番（中島利彦君）４番の案件について、異議ありません。 

○３０番（永井博光君）５番の案件について、異議ありません。 

○議長（佐藤善一君）これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。 

議案第２号について、原案のとおり岐阜県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願い

いたします。 

（全員挙手） 

 それでは、議案第２号の５件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

次に、議案第３号農地法第５条第１項の規定による許可申請に対する意見についてを議題とい

たします。事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君） 農地法第５条の規定により、下記農地の申請がありましたので、

意見を求めます。議案は４ページからになります。 

１番の案件 位置図は８ぺージになります。 

所有権移転 申請地は、明生町３丁目地内、桜ヶ丘小学校の北７０ｍほどに位置する畑２１６㎡

です。譲受人は、現在賃貸住宅に居住しており手狭になってきため、申請地を譲り受け自己用の住

宅を建築したいというもの。譲渡人は、申請地を相続により取得したが農業経営が困難になってき

たため、譲り渡すというものです。      

１１月１６日に現地確認をしたところ、畑で農地性ありと確認しています。農地の区分は、都市

計画法の用途地域内のため第３種農地と判断します。  

２番の案件 位置図は９ページになります。 

所有権移転 申請地は、倉知地内、ＪＡめぐみの倉知支店の南２１０ｍほどに位置する田２筆２,

５６４㎡のうち３３１．２９㎡です。譲受人は、不動産の所有・売買・賃貸借及び商業用施設の開

発等を業とする法人であり、申請地を譲り受け、先月申請のあった申請地北側の商業施設の建築に



伴い、地元からの要望により道路拡幅をしたいというもの。譲渡人は、譲受人の申し出に応じて、

譲り渡すというものです。      

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。農地の区分は、おお

むね１０ｈa 以上の規模の一団の農地等の区域内にある農地内のため第１種農地と判断しますが、一

種農地の不許可の例外規定にある転用許可に欠くことのできない通路等に当するため、許可相当と

判断します。道路自費工事申請及び寄付採納申請があります。 

３番の案件 位置図は１０ぺージになります。 

使用貸借権の設定 申請地は、下有知地内、下有知小学校の南西１８０ｍほどに位置する田、５

３８㎡です。使用借人は、使用貸人の息子であり、申請地を借り受け、太陽光発電施設を整備した

いというもの。使用貸人は、息子である使用借人の申し出に応じて、貸し付けるというものです。      

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。農地の区分は、水管

下水管又はガス管のうち２種類以上が埋設されている道路の沿道の区域にあって、容易にこれらの

施設の便益が享受できることができ、申請地からおおむね５００ｍ以内に二つ以上教育施設、医療

施設その他の公共施設又は公益施設が存するため、第３種農地と判断します。 

４番の案件 位置図は１１ページになります。 

所有権移転 申請地は、下有知地内、長良川鉄道関市役所前駅の北西４２０ｍほどに位置する田 

３筆７５５㎡です。譲受人は、宗教法人であり、現在申請地の西隣にて県内の教務支庁があり、駐

車場が手狭なため、申請地を譲り受け、来庁者の駐車場を整備したいというもの。譲渡人は、譲受

人の申し出に応じ譲り渡すというものです。隣接農地の承諾書の添付があります。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。農地の区分は、申請

地が長良川鉄道市役所駅の半径５００ｍ以内にあるため、第２種農地と判断します。 

なお大澤委員におれましては、譲渡人であり利害関係人になりますので、採決の際にはご退席願

いますのでよろしくお願いいたします。 

５番の案件 位置図は１２ページになります。 

所有権移転 申請地は、上之保宮脇地内、かみのほ温泉ほほえみの湯の北北西２９０ｍほどに位

置する登記地目畑、現況地目雑種地６６０㎡です。譲受人は、林業を営んでおり、申請地を譲り受

け、近隣の山林から伐採した木材の置き場が必要なため、申請地を譲り受け、木材置き場を整備し

たいというもの。譲渡人は、譲受人の申し出に応じ譲り渡すというものです。      

１１月１６日に現地確認をしたところ、雑種地であったため始末書の添付があります。農地の区

分は、住宅、事業施設等が連坦している農地のため、第３種農地と判断します。 

６番の案件 位置図は１３ページになります。 

使用貸借権の設定 申請地は、武芸川町八幡地内、武芸川事務所の南南東４００ｍほどに位置す

る登記地目田、現況地目雑種地４３６㎡です。使用借人は、使用貸人の孫の夫であり、結婚を機に

申請地を借り受け、自己用の住宅を建築したいというもの。使用貸人は、使用借人の申し出に応じ

貸しつけるというものです。隣接農地の承諾書の添付があります。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。農地の区分は、住宅、

事業施設等が連坦している農地のため、第３種農地と判断します。使用貸借の期間は、４０年間と

しています。 

７番の案件 位置図は１４ページになります。 

賃貸借権の設定 申請地は、武芸川町高野地内、博愛小学校の南２３０ｍほどに位置する田３筆 

３,６７４㎡です。賃借人は、医薬品、化粧品、一般雑貨及び衣料品等の販売等の業務を営む法人で



あり、申請地を借り受け、ドラッグストア及び駐車場を建築整備したいというもの。賃貸人は、貸

付人の申し出に応じ貸し付けるというものです。隣接農地の承諾書の添付があります。 

１１月１６日に現地確認をしたところ、田で農地性ありと確認しています。農地の区分は、水管

下水管又はガス管のうち２種類以上が埋設されている道路の沿道の区域にあって、容易にこれらの

施設の便益が享受できることができ、申請地からおおむね５００ｍ以内に二つ以上教育施設、医療

施設その他の公共施設又は公益施設が存するため、第３種農地と判断します。賃貸借の期間は、２

０年間としています。 

以上、所有権移転に関するもの４件、使用貸借権の設定に関するもの２件、賃貸借権の設定に関

するもの１件、計７件につきまして、ご審議をお願いいたします。 

○議長（佐藤善一君）事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 

○７番（清水宗夫君）１番の案件について、異議ありません。 

○１０番（後藤利彦君）２番の案件について、異議ありません。 

○１２番（八木豊明君）３番、４番の案件について、異議ありません。 

○２３番（土屋尊史君）５番の案件について、異議ありません。 

○２９番（相宮千秋君）６番の案件について、異議ありません。 

○３０番（永井博光君）７番の案件について、異議ありません。 

○議長（佐藤善一君）これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。 

 先程お話がありましたが、大澤委員は、自身の関係する土地がございますので、採決の時には

退席をお願いします。 

    （大澤委員退席） 

それでは、議案第３号について、原案のとおり岐阜県知事に進達することに異議のない方は挙

手をお願いいたします。 

（全員挙手） 

 それでは、議案第３号の７件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

    （大澤委員出席） 

次に、議案第４号事業計画変更の承認についてを議題といたします。事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）農地転用許可後の事業計画変更申請がありましたので、意見を求

めます。議案は７ページになります。 

１番の案件 位置図は１５ページになります。 

期間の延長 申請地は、迫間地内、中部電力中濃変電所の東１３０ｍほどに位置する農振農用地

である田、２７筆１９,７６７．８２㎡です。当初事業計画は、平成２６年１２月５日に５条申請に

て申請地に県発注工事の残土の埋め立て及び農地の嵩上げを２８年１２月４日までに行い完了する

予定でしたが、搬入残土が予定量より少なかったため、工期を延長したいということです。許可は

１年という事ですが、一時転用の場合は当初許可日から起算して３年という事ですので、当初許可

日が平成２６年１２月５日からでしたので、２９年１２月４日まで一時転用の期間を延長したいと

いうものです。当初の許可では、平成２８年１２月４日までの期間でしたので、現在工事を止めて

もらっているという状況です。 

以上１件のご審議をお願いいたします。 

○議長（佐藤善一君）事務局の説明が終わりましたので、担当委員の意見をお聞きします。 



○４番（早川清治君）１番の案件について、異議ありません。 

○議長（佐藤善一君）これより質疑を行います。質疑のある方はございませんか。 

○２３番（土屋尊史君）工事を止めてもらっているという事ですが、本当から言うと先月出すよ

うに指導しないといけないのではないですか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）この美濃建設業協会は、先月小野の農地転用を出していただいた

際にチェックしたところ、これがまだ終わらないという事が分かりましたので、直ぐ出していただ

くように話し、今回出していただいたという事です。業者の方からは、農地や付帯する道路とか法

面とか埋めて広くなるので農地だけでも、１２月末までに出来るようにするのでと言われましたが、

県と相談しまして完了が１２月４日までなので、また出していただくという流れになりました。 

（「なし」の声あり） 

他に質疑もないようですので、これより採決いたします。 

議案第４号について、原案のとおり岐阜県知事に進達することに異議のない方は挙手をお願い

いたします。 

（全員挙手） 

 それでは、議案第４号の１件を原案のとおり岐阜県知事に進達することといたします。 

 次に、議案第５号農業経営基盤強化促進法の農用地利用集積計画の承認についてを議題といた

します。事務局の説明を求めます。 

○事務局長課長補佐（長尾成広君）関市長より、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規定に

より、農用地利用集積計画の承認を求められたので、意見を求めます。 

議案は９ページからになります。 

使用貸借権の設定に関するものについて新規１７筆、３件、賃貸借権の設定に関するもの新規３

筆、２件の承認を求められています。農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たして

いると考えます。地目は、田が、１３筆９，３８１㎡、畑が５筆１,３６３．２８㎡。地区は、広見、

武芸川町跡部、上之保の３地区です。設定移転を受ける方は、村井雅之さん外２者です。 

なお６番の案件につきましては、土屋委員におれましては、設定移転を受ける者が配偶者であり

利害関係人になりますので、採決の際にはご退席願いますのでよろしくお願いいたします。 

以上、農用地利用集積計画の承認につきまして、ご審議をお願いいたします。 

○議長（佐藤善一君）事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある方

はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたしますが、利害関係のある土屋委員は退席をお願

いします。 

     （土屋委員退席） 

議案第５号の農用地利用集積計画について、原案のとおり許可することに異議のない方は挙手

をお願いいたします。 

     （全員挙手） 

議案第５号の農用地利用集積計画について、原案のとおり許可することといたします。 

    （土屋委員出席） 

次に、議案第６号 相続税の納税猶予に関する適格者証明についてを議題といたします。事務

局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）租税特別措置法第７０条の６第１項の規定の適用を受けるための



適格者であることの証明申請がありましたので意見を求めます。 

議案は１１ページからになります。 

訂正があります。１１ページの２列目ですが、２２４㎡の内１３４㎡という事で、１３４㎡以外 

の所は家が建っております。税務署に確認しましたら、抵当権を付けることになりますので、分筆

してから出し直すよう言われ、申請者の岩井さんに確認しましたら、この筆は今回の納税猶予には

かけないという事でした。この筆だけ減ることになります。税務署は丸ごと１筆付けるという事で、

また無断転用があるという所ではちょっとどうかという事でした。 

相続人は、関市倉知２７５岩井利和さんで、申請地は、倉知地内、山崎公民館の西１１０ｍほど 

などにある田８筆３,８７０．０５㎡及び農振農用地である田１筆１，１４１㎡、及び畑３筆、１,

０６４㎡、計１２筆６,０７５．０５㎡です。 

１１月２９日に現地確認をしたところ、農地性ありと確認をしております。相続開始日（被相続

人の死亡日）は平成２８年５月１１日です。 

以上について承認を求められています。 

昨年の１１月４日の総会で６年ぶりに納税猶予の適格証明が審査されましたが、相続税の納税猶

予制度につきましては、農地を農業目的で使用している限りにおいては、到底実現しない高い評価

額により相続税が課税されてしまうと、農業を継続したくても相続税を払うために農地を売却せざ

るを得ないという問題が生じるため、自ら農業経営を継続する相続人を税制面から支援するために、

昭和５０年度に相続税の納税猶予制度が設けられました。従来、相続税の納税猶予制度は、相続人

自ら農業の用に供する場合のみを対象としていましたが、農地の効率的な利用を促進する観点から、市

街化区域以外の農地に限り、農地中間管理事業、農地利用集積円滑事業、利用権設定等促進事業等の特

定貸付を行った場合についても、平成２１年度の改正より適用できることになりました。 

被相続人（亡くなられた方）の要件としては、①死亡の日まで農業を営んでいた人 ②農地等を生前

一括贈与して贈与税の納税猶予の特例に係る贈与者 ③特定農地貸付は営農困難時貸付を行っていた人

であり、また、相続人の要件としては、相続した農地（耕作権を含む)で、引き続き自ら農業経営を行う

人 (関市内か近隣にお住まいの方）であり、対象となる農地としましては、被相続人が死亡の日まで、

自ら農業の用に供していた農地 のみで、物置、通路、作業場など作付けできない部分は除かれ申告の期

限は、被相続人の死亡の日から１０カ月以内に税務署に相続税の申告を行うことになります。 

農業委員会の証明については、相続税の納税猶予の特例を受けようとする場合、農業委員会の「適格 

者証明」が必要となりますが、農業委員会はあくまでも証明書を発行する機関で、それだけで自動的に

納税が猶予されるわけではありませんので、必ず税務署で特例を受けるための申告を行っていただきま

す。 

ご存知の方もあると思いますが、平成２７年１月１日から相続税の基礎控除額が６割に減らされてお

り、改正前は相続税の申告割合は４％（１００人亡くなると４人）程度でしたが、この改正により、６％

程度に上がり、特に大都市圏では影響が大きく、戸建の家を持っていると相続税がかかると言われるほ 

どです。 

以上、相続税の納税猶予の適格証明の承認につきまして、ご審議をお願いいたします。 

○議長（佐藤善一君）事務局の説明が終わりましたので、これより質疑を行います。質疑のある方

はございませんか。 

○１１番（大澤慶一君）納税猶予は昔は２０年と言われておりましたが、今はその本人さんが亡

くなるまでですか。もし、１年で亡くなられたら場合はそれで終わりという事ですか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）亡くなるまでに変わりました。亡くなられたら次の後継者に引き



継がれるという事です。 

以前は２０年間で納税猶予が解除されまして、抵当権も取られました。今解除される方は、２０

年前の平成の初期にありましてそういう方は解除されまして抵当権を取られて売られたりとかあり

ますが、今は無くなりました。 

○１１番（大澤慶一君）例えば抵当権で納税猶予をかけて、それを売る場合に１割か２割を５月

から遡って税金を払えば許してもらえる面積がありますね。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）２割までが一部確定と言いまして２割までの分でそのお金を払う

というのと、それを超えて３割以上になりますと全部確定という事でもし１５年間納税猶予をして

みえたとすると１５年間遡って、あとそれに利子税も付けて納めることになります。前に桜ケ丘で

納税猶予を受けてる方が駐車場を５０㎡くらい増やそうとして税務署に相談したら、４００万くら

い遡って納める事になるという事で止められた事もありました。 

○議長（佐藤善一君）他に質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

 質疑もないようですので、これより採決いたします。 

議案第６号のについて、相続税の納税猶予に関する適格者証明について原案のとおり許可する

ことに異議のない方は挙手をお願いいたします。 

     （全員挙手） 

議案第６号 相続税の納税猶予に関する適格者証明について原案のとおり許可することといた

します。 

次に、農業委員会条例の改正に伴う規則案について事務局より説明をしていただきます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）今行っています議会に上程している案です。農業委員につきまし

ては１９名、最適化推進委員につきましては２５名です。農業委員を決める場合には農業委員選考

委員会を作りますが、その方は農業に優れた識見を有する方や農業委員を経験された方、団体に推

薦された方５名で組織します。選考委員会につきましては自治会によっては外部を募らずに内部だ

けでやられる所も若干あります。 

 報酬につきましては、農業委員は現在日額１６,０００円のところ、会長２４,０００円、職務代理

２２,０００円、委員２０,０００円となり、最適化推進委員は２０,０００円です。選考委員につき

ましては、日額６,５００円となります。 

 農業委員選考委員会規則を読み上げます。趣旨としましては、関市農業委員会等に関する条例第

５条の規定に基づき、関市農業委員会選考委員会の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものと

する。   

任期は３年とし、再任を妨げない。委員が欠けた場合における補欠委員の任期は、前任者の残任

期間とする。解職につきましては、農業者が組織する団体から推薦された委員が、推薦された団体

から脱退した時。委員は、正当な理由がある時は、選考委員会の同意を得て委員を辞職することが

できる。 

会長及び副会長につきましては各１名を置き、委員の互選により定める。会長は、会務を総理し、

選考委員会を代表する。副会長は会長を補佐し、会長に事故がある時、又は会長が欠けた時その職

務を代理する。 

会議につきましては、選考委員会の会議は、市長の求めに応じて、会長（職務代理の場合は含む）

が招集し、その会議の議長となる。選考委員会は、委員の過半数が出席し、出席した委員の過半数

をもって決し、可否同数の時は、議長の決するところによる。選考委員会に出席できない委員は、



あらかじめ通知された事項につき、書面をもって議決権を行使することができる。前項の規定によ

り議決権を行使した者は、出席したものとみなす。第６条としまして、委員は、自己又は自己と密

接な関係のある者、自ら推薦した者（団体が推薦した者の場合は、自らが団体の代表である場合に

限る。）については、その審議に加わることができない。ただし、選考委員会の同意がある時は、会

議に出席し、発言することができる。 

７条としまして、議長は、議事録を作成しなければならない。議事録には議長及び会議において

定めた２人以上の出席委員が署名しなければならない。議事録は、選考委員会の農業委員会事務局

に備え付け、一般の縦覧に供しなければならない。 

８条としまして、選考委員会の会議は、非公開とする。ただし、選考委員会において特に必要と

認める時は、これを公開することができる。 

９条、委員は、選考委員会で知り得た個人の情報を漏らしてはならない。その職を退いた後も、

同様とする。 

１０条、選考委員会の庶務は、農業委員会事務局において処理する。 

補則としまして、この規則に定めるもののほか、選考委員会の運営に関し必要な事項は、市長が

別に定める。というものです。 

次に農業委員会の委員選任に関する規則です。趣旨としましては、関市農業委員会等に関する条

例の規定に基づき、関市農業委員会の委員の選任の手続き等について、農業委員会に関する法律及

び施行規則に規定するもののほか、必要な事項を定めるものとするということです。 

推薦及び募集につきましては、一般推薦、団体等からの推薦、一般募集となります。自己推薦で

３人までの推薦を一般推薦ということです。 

推薦及び応募の資格としまして、農業委員として推薦を受けるもの及び募集に応募する者は、農

業に関する識見を有し、農地等の利用の最適化の推進に関する事項その他の委員会に属する事項に

関しその職務を適切に行う事ができる者で、次の各号のいずれにも該当する者とする。市内に住所

を有する者を基本に、市外に住所を有する者も妨げない。市職員でないこと。暴力団員による不当

な行為の防止等に関する法律第２条に規定する暴力団若しくは暴力団員又はこれらと密接な関係を

有する者でないこと。市外に住所を有する者という事ですが、法人関係で働いて見える方が市外の

住所を有する者も妨げないという事で広げております。 

４条の推薦手続きにつきまして、次に掲げるいずれかの方法によるものとする。一般推薦として

農業者等の３名以上が連名し、当該農業者等の代表者が農業委員会委員候補者推薦書により推薦す

るもの。団体推薦として農業者の組織する団体の代表者又はその他の団体の代表者が農業委員会委

員候補者推薦書により推薦するもの。前項各号に規定する推薦書は、市長が指定する場所へ直接ま

たは郵送により提出するものとする。 

５条の募集手続等につきまして、一般募集の応募者は、農業委員会委員候補者応募申込書を市長

が指定する場所へ直接又は郵送により提出するものとする。という事で、これは個人で出される場

合です。 

６条の推薦及び募集の周知につきまして、市長は、農業委員の推薦及び募集に当たっては、推薦・

募集の期間、推薦・応募書面の提出方法、その他の必要な事項を公表した上で、推薦・募集の期間

は公表の日から２８日間（４週間）とし、次に掲げる手続等により、農業者、農業者の組織する団

体の関係者、その他の団体及びその他の関係者への周知に努めるものとする。市の窓口、地域事務

所及び支所に配布。広報及びホームページに掲載。掲示場という事でございます。広報につきまし

ては、２月１日号に載せる予定です。 



７条の推薦者及び応募者の公表等につきまして、市長は推薦及び募集の状況を推薦・募集期間の

中間及び終了後に募集状況や結果をホームページに公表するものとする。 

８条の候補者の選定につきまして、市長は農業委員候補者の選定に当たっては、法第８条第６項

に規定する農業委員会の所掌に属する事項に関し利害関係を有しない者を少なくとも１名以上選定

するものとする。農業に全く関係ない人を１名以上選ぶようにという事が法律にもうたってありま

すので、規則にもうたってあるということです。農業委員の年齢、性別に著しい偏りが生じないよ

う努めるものとする。市長は資格要件を全て満たした被推薦者及び応募者の総数が農業委員の定数

を超えた場合その他必要と認める場合は、関市農業委員選考委員会に候補者の選定について、意見

を求めるものとする。定数を超えた場合に選考委員に意見を求めるということですが、市によって

は定数通りであっても意見を聞かれる所もあるようです。 

９条、市長は選考委員会の報告を受け、候補者を決定の上、議会の同意を得て任命する。 

１０条、市長は農業委員の欠員が定員の６分の１を超えた場合は、この規則に定める手続に基づ

き、速やかに農業委員を補充しなければならない。 

補則としまして、この規則に定めるもののほか、必要な事項は、市長が別に定める。というもの

です。 

今回関市では１９名が定数で、１４名１９名２４名がその農家者世帯数や農地の耕地面積割合に

応じて分類されまして、関市の場合は真ん中の１９名という事になります。農業に関係のない方を

１名、女性農業委員を入れる事、５０才以下の若い方を入れる事、認定農業者を半分以上いれる事、

認定農業者が半分以上いない場合は、関市には認定農業者が７２名みえますが、認定農業者に準ず

る方です。関係者とか人農地プランの担い手として指定されている方でもいいという事です。 

次に農地利用最適化推進委員の委嘱に関する規則を読み上げさせていただきます。 

設置につきまして、１条農業委員会等に関する条例に基づき、農地利用最適化推進委員の委嘱の

手続き等について、農業委員会等に関する法律及び規則に規定するもののほか、必要な事項を定め

るものとする。 

推薦及び募集方法についてですが、農業委員と同じく一般推薦、団体推薦、一般募集、農業者３

名の推薦いただくのが一般推薦、関係団体等からの推薦が団体推薦、一般募集は自己推薦です。 

担当区域につきましては、１００ｈａ当たりで１名を上限にという事であり、関市の場合は２４

９０ｈａや２５６０ｈａというような数字ですので、２５名まで最適化推進委員を置けるという事

になっておりまして、それを面積等で割りまして今の選挙区毎で割っております。そうした場合に、

第１地区～第３地区までが各６名、第４地区が３名、第５地区が４名という事で割り振りさせてい

ただきます。もしこれを細かく地区ごとに分けた場合に面積が１００ｈａないと置けないという事

もありまして、地区を今の選挙区毎に割り振りさせていただきました。 

４条につきまして、推進委員として推薦を受ける者及び募集に応募する者は、農地等の利用の最

適化の推進に関する事項その他の職務を適正に行う事ができる者で、次の各号のいずれにも該当す

る者とする。という事で、市内に住所を有する者を基本に、市外に住所を有する者も妨げない。市

の職員でない者。暴力団若しくは暴力団員又はこれらと密接な関係を有する者でないこと。 

５条につきまして、一般推薦は３名以上の連名で推薦をいただきますし、団体推薦は団体からの

推薦をいただきます。 

６条は個人推薦についてです。 

７条につきまして、推薦・募集の期間は２８日間ですし、窓口は市役所、地域事務所、支所で、

広報、ホームページへの掲載。掲示場への掲示。 



８条は、途中の経過報告をさせていただくということです。 

９条は、候補者の評価につきまして、農業委員会長は、第４条に規定する資格要件を全て満たし

た被推薦者及び応募者の総数が条例第２条第２号に定める推進委員の定数を超えた場合、その他必

要と認める場合は、関市農業委員会の委員の会議において候補者の評価を行うものとする。という

事で、農業委員さんで評価をしていただくというものです。 

１０条推進委員の委嘱について、農業委員会が推進委員を委嘱する。しかし農業委員につきまし

ては、議会の同意を得まして市長が任命するという事ですので、推進委員は議会の承認はないとい

う所と農業委員会長が委嘱という所が違います。 

１１条について、推進委員に欠員が生じた場合は、欠員が定数の６分の１を超えた場合は、この

規則に規定する手続きに基づき、速やかに推進委員を補充しなければならない。 

というような所で規則の説明をさせていただきました。ご意見があればお願いします。 

○議長（佐藤善一君）事務局より説明が終わりましたが、何かご意見がある方はございませんか。 

○２３番（土屋尊史君）定員が少ない場合は、どうなりますか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）事前に定員が下回らないように各団体や各地域や農業委員さんな

どを通じて、持っていくという所です。  

○２３番（土屋尊史君）欠員が出た場合の補充についてですが、農業委員にしても推進委員にして

も特に上之保や武儀等定員が少ない所は、６分の１を超えないという事だとずっと抜けた所を違う

地区の人が見ることになる。人数の少ない所は、絶えず補充してもらわないと困る気がします。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）検討させていただきますが、農業委員につきましては、基本的に

は区割りをしないと農業委員会に関する法律でうたってあります。そこに関しては、補充しなくて

もいいというところはあります。推進委員については、地域の耕作放棄地の発生防止や解消とか、

担い手から担い手に繋いでいただくとか、新規参入を取り持っていただく役割で地域で活動してい

ただくという事で、地区割りにさせていただくんですが、農業委員に関しては、全体を見ていただ

き地区割りをしないので、地区毎でと言われた時には、全体での定員では実行というところですの

で、その辺りは検討させていただきます。 

○２３番（土屋尊史君）結局は、大体地区毎で割るとい事ですよね。市役所辺りでみんな出て、各

地区へ分けるという事ではないので、言ってることと書いてある事が違うので。    

○事務局課長補佐（長尾成広君）この募集方法ですと公募して議会の議決を得てという事になるの

で毎回やっていただくのか、３年間やっていただけないような方を選ぶのかその辺りもあります。 

○２３番（土屋尊史君）利用調査はどうなりますか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）利用調査は、一緒にやっていただきます。 

○２３番（土屋尊史君）辞めて欠員になった時には、少ない人数でやらなくてはいけなくなります

よね。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）推進委員には、年に一回の農地利用状況調査ではなく、常に農地

を見ていただき毎月報告していただくようにしようと考えております。 

○２３番（土屋尊史君）印鑑を押すのは農業委員ではなく、推進委員ですか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）農業委員が印鑑を押すんです。議会も毎月ある訳ではないですし、

１人辞められてその度に議会にかけてやっていく必要があるかどうか。６分の１なり３分の１なり

と決めてみえる所が殆どです。 

○２３番（土屋尊史君）農業委員に欠員が出たら、逆に推進委員を増やすとかですか。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）もし上之保で農業委員に欠員が出た場合は、例えば武儀の方が見



に行かれるとかです。上之保で毎月頻繁に出てくる訳ではないですし、その案件についてどうかと

いうところです。 

○２３番（土屋尊史君）集落営農で地域をもっと活性化しようとかいろいろ言っている割には、よ

その人が来てそれだけ一生懸命やってくれますか。あなた方は簡単にペーパー上で言うけど、私ら

は地域でどんどんいろんな事をやろうと思っても全然協力してくれないじゃないですか。そんな所

へよその人を連れてきて、どれだけの成果が出るっていうの。その辺をちゃんと考えてやらないと

ね。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）基本的には、３年間通してやっていただけるという人にやってい

ただくという事ですかね。検討させていただきます。 

○議長（佐藤善一君）他に質疑はございませんか。 

     （「なし」の声あり） 

 他に質疑もないようですのでその件につきましては、今後細かいことはいろいろ詰めていただい

て、みなさんにお諮らいをしたいと思います。 

 それでは続きまして、報告第１号農地法第１８条第６項の規定による届出について事務局から

の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による届出。賃貸者の

合意解約の届出について、説明させていただきます。 

議案は１２ページになります。今回２件の届出があります。 

番号１の案件 賃借人は(有)武芸川農産で、武芸川町高野地内の田２筆２,５０９㎡です。合意解

約日は、平成２８年１１月１日です。 

番号２の案件 賃借人は(有)武芸川農産、武芸川町高野地内の田１筆１,１６５㎡です。合意解約

日は、平成２８年１１月１日です。 

いずれも先程のドラッグストアの件で解約になったというものです。 

○議長（佐藤善一君）以上をもちまして、議案の審議はすべて終了いたしました。 

その他について事務局の説明を求めます。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）農業振興地域の協議会の委員を農業委員会の方で選出してくださ

いと来ております。今までは、各旧市町村単位で１人ということで６人、農業員会から出しており

ました。今回から選挙区の５選挙区から１人ずつ代表者を出すように変えてはどうか。地区協議会

からは地区の農政推進委員会の部会長とか、農事改良組合も地区から出していただいております。

農業委員会の意見もというところもありますので、農業委員につきましては改正もありますし、ま

た農地利用最適化推進委員も１００ｈａで１人というところもあるならば、選挙区から１人ずつ出

していただくように変えてはどうか。 

 今現在は、兼村さん、中島さん、土屋さん、野村さん、長屋さん、相宮さんの６名が出ていただ

いております。ただその中に地区協議会の委員と重なってみえる方もみえます。農業委員会として

は合併して１０年以上も経ちますし、地区毎をもっと大きく分けて意見を出させていただいてはど

うかというところで、提案させていただきますが、どうでしょうか。 

○議長（佐藤善一君）事務局から説明がありましたが、いかがでしょうか。 

     （「異議なし」の声あり） 

○議長（佐藤善一君）それではそういうことでお願いします。 

○事務局課長補佐（長尾成広君）実は、農振の任期は１２月１日から１１月３０日までという事で、

いつも代わり際に慌ててやらなければいけないということで、任期を年度に変えようかと検討して



いるようです。会合は年１～２回ですので、農業委員の改選に伴ってまた変わっていただく事にな

るかもしれまでんのでご了承いただきたいと思います。 

○議長（佐藤善一君）今までは旧関の３選挙区で１人、後は旧町村で１人ずつでしたが、そうでは

なく、第一選挙区の富岡・田原・富野で１人、第二選挙区の安桜・旭ヶ丘・倉知・下有知で１人、

第三選挙区の瀬尻・小金田で１人、第四選挙区の武儀・上之保で１人、第五選挙区の洞戸・板取・

武芸川で１人ということで、全員で５名出してくださいということですので、１人ずつ選任してく

ださい。 

     （５名選任） 

○事務局課長補佐（長尾成広君）次回の総会は、平成２９年１月１０日火曜日午後３時から関市役

所６階の大会議室で行います。  

○議長（佐藤善一君）これをもちまして閉会といたします。ご苦労様でございました。 

午前１１時２９分閉会 
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